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低い土地のくらしを見ていこう！

自分の現状の把握とこれからどんなことを
学びたいかを考える

今の自分は？
どんなことが知りたい？











大きな水害の発生数や過去の水害の様子を見て

「自然の楽園」って書い
てあるよ！
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てあるよ！

共通の気になる話題をもつことで，この話題を
中心に「調べる」で自分が調べたことや考えた
ことを交流しやすくなる？





思考の見える化
〜共有ノート〜



算数科「比例」



比例についてどんなことを
知っている？









誰がなにをしているのかの把握
〜共有ノート〜



























総合的な学習の時間



























道徳科ではやりにくい？

学びをつなげられる単元設定
にしてあげたい！

より多面的な視点で
道徳的価値にふれてほしい！



①挿絵で

『強調』

②フラッシュカードで

『印象に残す』

スタートラインを
そろえるための工夫
〜構造的な板書〜



③動かして

『なりきる』

④板書で
『視覚的に理解』

スタートラインを
そろえるための工夫
〜構造的な板書〜



「話したい！」「聞いてみたい！」「どうしてか知りたい！」

①共有機能 ②アンケート

立場を明確にする 考えを比べる

集計

スタートラインを
そろえるための工夫
〜ICT活用〜



スタートラインを
そろえるための工夫
〜ICT活用〜

http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Heart-meter3/ （熊本市教育センター）

③感じ方や考え方を視覚的に
表現



導入展開前段展開後段



「きまり」はなんのためにあると考えましたか？

自分 友達 めいわくをかけない

でも，今日登場する「岡さん」はきまりについて新たな発見
をしたそうです。

前回，前々回の道徳の学習で考えた「きま
り」について引き出し，本時と繋げる。

導入

これまでの自分がもっていた「きまり」についての価値観と
比較しながら学習を進めていこうとする態度をもたせる工夫

守る



１単位時間で個別に学習するのではなく，
３時間で１つのパッケージにする

改善

「きまり」という共通の価値について多面的・多角的に
学ぶことで自分の変容をより自覚しやすくなる。

参考：問いで紡ぐ道徳科授業づくり（田沼茂紀）

きまり

「住みよいマンション」
C規則の尊重

「通学路」
C規則の尊重

「ながらって」
A節度，節制

きまり

重層型
ユニット

タイプ


